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１はじめに

　本校は目本新聞教育文化財団より、早成１６年度ＮＩド実政枝に指定され仁　開問に２

年問、Ｃ型個人以上已）教炳による実践）という二とて、り月１口より７鍛（退紅、朝礼

宏壮、勝晦、に経、毎日、デイリー読売）のべ６ケ月の提供を受けるニとにかっ仁犬でし

て、現在、朝刊、ダ邱加工副休日も含め７紙の新聞が毎ﾄﾄﾞﾐ聯交ﾄﾞﾂぶいている_,今回に、

N‾II｛実践校としてｿﾞ）本校の取り組み･を紹介する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊資料１参照

２実践内容

∩）　ＮＩＩｿﾞ｛コヽ－ナーの設置

　　　　　　１号ボールに‥新開を白山に閲覧で今石７Ｎ！Ｅコーナー」を設けた。生徒

　　　　　は、主に休み時間を和州レヘ新聞に目を通している。また、新聞の管理につ

　　　　　いてけ、毎言、報道常任委員が放課後に整理し、古くなったものは図書室に囲

　　　　　んﾆでいる。［剖具室にばラックを置き、E〕出にノ覧で告石ようにし犬。尚書宮内

　　　　　ての整理は図書好尚が行い、多くの生徒がNIEに聞われるよテにしている。
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願　戦闘

昼休みに新聞を続行生徒（1階玄関ボーヤレ）

新聞を整理している図書局員（㈲書字）
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（２）　総合的な学習の特問

　　　　　平成！５年波より、総合的な学習の時間の申で壁新聞づく引万全校で取り組

　　　　んでいる．各学級７～８名で４～５班を編成し、全員が壁新聞づくりに参加し

　　　　ている。組合の計画については以ﾄﾞの通り。

　胆白往危言容（各今年ぴ抑止＿

　　卜年

新聞教育　２２時問

織架肩先　１卵作間

環境　　　　６特問

帝号　　　！Ｏ暗明

そｿﾞ)他　　　１６楼閣

　【成果】

　　２年

新聞教育犬2ﾚ2待顔

職業調査　　１６時間

福祉　　　　　８時間

自然体験　　　８時間

その他　　　　１６時間

　　　　　＊資料２款照

　３年

新聞教育∧2 公物問

煤柴犬　　ド付字間

ボランティア　７時間

守谷旅行　１２時間

その他　　　１６時

○　新聞を作ることで身に付けさ甘たい力てある表現力、考察力、情報話＼用力などを育

　　成させる二九ができか。

○　年礼育て２牛言ﾋﾞが、七半より完成度も高く経験が生きている。

　【課題】

●　担任一人で４～５枚の壁新聞づくりに関わるため、原稿チェックや、レイダウト

　　ゾ)指導など担任にかかる負担が大きい。則担任とのさらかる連携仁心要である、

●　身につけた力をその後の学級新聞や授業など他の活動で活かし寸れてい々い。

（㈲　帽の良づ吊りの会（学活）

　　　　　現在、３学級で「今日のニュース」のコーナーを設け、毎日日直がニュー一スを

　　　　発表十る。日露は、朝刊や前日の夕刊から、クラスのみんなに紹介したいニュー

　　　　スをまとめ、事前に準備するっ

【今後の課題】

学活に新聞を活ﾚ用する申で、身に付けさせたい力（社会への興味・関心、内容を理

解してまとめる力、表現力、話を聞く力）がどうなったかをきちんと分析していか

ねばならない、

後期から姑めたため、準備がまだまだ不十分である。掲示板などに記事を掲示する

ﾉ〕言ごしごし多くの生徒と意見交流をする場を段ける必要がある。

Oい　　社会科での取り組み

　　・　１年の夏休み冬休みの課題万物聞スクラップに取り組んでいる。

　　・　Ｓ年社会科では、授業の申で新聞スクラップに取り組んだ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊資料3・,4参照
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（５）　　英語斜万万取り組み

　　　選択コ仁lj失語LI（牛行数２７才六）y）巾万べっ九、視力へ学校に届いている英字新

　　聞「デイリー寸仁庖万に鑓賜度が高い九め、「Ｏぱc｝n4 Wavo」（浜島作州を使巾ご、

　　時事問題ドノ僕仁二ず汗糾ん･サ,，

　＊「（ﾌﾞatcha Wuveレ介、テレビ、新聞で流れているニュースがカシー一一写真付き八面胆

　　　脂失謳万読める新聞。英検ｊ・準２級、ＴＯＥﾄﾞ〕図５０点レベノレび）英文万書かれてい

　　　る｡．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊資料５参㈹

＊＊＊＊＊簡単な授業の流れ＊＊＊＊＊

　　　T1　見出レゾシ言言恭ｿﾞっ内容を推測する（5分）

　　　　　生徒が普八百ﾄﾞしたり、ニュースで價れ親しん九記事を選出土、見出しを提示するレ柚

　　　　づじいる語句ヤニントに、記牛方内容を推測きせる。

　　　乞問音取り吊分）

　　　　　　（圭司聞きケう≒、記事を黙読する、見ｿﾞこだけてぽわからかい凩語で仁単語の音づ

　　　　　ら意洙か推測才る二とがで音る。

　　　３読解　岫O分）

　　　　　ハンドアウ尚尚L/兵力新出単語や､午－ワー千となる単語几子珠を提｛しておく．記

　　　　事の内容理解九関する問題を解く。

　　　　　　　　　　　＊資料6参照

４解説いO分）

　　聯剛内答え今杵辻かレ記事の内容を

　　理解十る,，

５感言（10分）

　　･証本心内容についてどう思ったか､感

　　想を記入干し

　　　＊理解を深めるため土泰拒で書く。

　　･感想白光哀し訃い､お互いの意見を

　　　田け言う，

【成果】

○　敏行粛ヤケレじビけてかく、笑語で｛いれた八物の雑詰や新闘を読めるというい貯

　　牡几ﾊﾟ｀j゛石工とがごかし｡。

つ　記事ﾃﾞ)へ容けやや難レいljいう声バ多いう八その理解度は高く、実践的々契語万

　　の百成に尚‘頓才石工とかで告匠。

○　社会y)ニューバニ目を判け、そ⑤問題に牡ナ石白分ﾂﾞ犬註記を仁し、関心を深める

　　二言レ{き几。

二時本位語に触れ/でTニレ言本物の英宇新開も読んてみケいという勣機か高める几犬
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　　が万きﾌﾟこ.、

○　見出し々机新聞の巾万使われる独特の英語表現を理将士石工とが万き九,、

　【課題】

●　難易度のことを考え、あえて学校に配達される英申新聞「デノト一読売］を使わ

　　なかったが、アンケーyヽ結果より、生徒からは本将帥具申新聞を読ん万みヤ,几

　　いう声もあかっと、今後は、その新聞を授業の申万万犬上うに扱っていく九回課

　　題である,、

●　記事を読ん万⑤考えを今後は、英証万表現万きるように発展させて行くことが昌

　　要である。

●英字新聞と目本証の新聞記事とを比較するなど、さ帽ご発展させて理解を深められ

　　たら良い、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊資料７参照

　まとめ

Ｏ　Ｎ田実践校になり半年問い取り組みてぱあるが,、生徒たちは毎日新聞を八六千ス

　　ごとにより社会y）ニュースに、以前より目を㈲けろようにな（確実に興味や閲

　　心が高よっている。

○　白出に新聞を閲覧できる「NIEコーナー」を設芳したことにより、頓匹公的や、

　　１０分休み、昼休みなど、新聞を手口している生徒をみかけるように々っブニ，特

　　定のケ徒に限らず、多くの生徒に利川されるようにたって杏ついる,，

０　新聞が７服そろっていると、総合的な学習の時間、学活、社会科、英語科な几

　　さまざまな授業において仁大変使いやすい環境にある。

●　上目、祝日も含めて、朝刊、夕刊、７紐の新聞が毎日学校に届くため、整理が大変

　　である。

●　NIE実践校に指定されたが、教職員全員がその取り組みを理解レ参プ①でいる

　　という状況ではかいので、今後は竹筒以外の周りに、どう新聞教育を反映玉桂で

　　いくかが今後の課題である、
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